
「解析概論第１中間試験問題 年–2005 月12 日」 井上　淳

● 問題は

16

題、答案用紙は2 枚綴りである。良く整理して答案を記入して欲しい。

● 授業や演習に関する物言い（助言、苦情等）感想を是非記して下さい。

＝＝＝＝＝＝

4

1 (a) Dirichle 関数t χQ

χQ(x) =

{
1 x ∈ Q ∩ [0, 1],
0 otherwi

は

se

[0, 1 上] Rieman 積分可能ではないことを示せ。n
(b) Dirichle 関数t χ はQ [0, 上1] Henstock-Kurzwei 積分可能なることを示し、積分値を求めよ。l

2 [ をx] を越えない最大の整数とすると、x ϕ(x) = は単調増加関数となる。[x] I = [−1, 1 とする。]

f ∈ C(I : R に対して) f ∈ RHK(I ;ϕ なることを示し、積分値)
∫

I

fd を求めよ。
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